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企画展『ありがとう深江丸』
『ふね遺産進徳丸（継続）』

館長　野　村　昌　孝　

　昭和２（1927）年１月23日、神戸大学深江キャンパスの前身である神戸高等商船学校に汽艇「深江丸」

が進水し誕生した。その後、昭和27（1952）年５月に開学した神戸商船大学では３隻の実習船、後に練習

船が順次就航して船名の「深江丸」が代々受け継がれた。深江丸（Ⅳ：以後、深江丸という。）は昭和62

（1987）年10月14日に就航し、様々な運航目的で多岐にわたり活用されてきたが、船齢31年目の平成30

（2018）年12月14日、重要インフラの緊急点検に関する閣僚会議における“防災・減災、国土強靱化のた

めの３カ年緊急対策”の一環で「大規模災害発生時に支援を行うことが可能な練習船の整備：国立大学の

保有する練習船の建造」が予算化され、令和４年３月の引渡し・就航に向けて新船の建造が本格化した。

同時に深江丸の用途廃止に向けた一連の手続きが進行し、令和４（2022）年３月15日に次の事業者へと引

き渡されて深江キャンパスを離れ、同月23日には後継の練習船「海神丸」（かいじんまる）が就航した。

　海事博物館では就航から35年にわたり大学とともに歩み、幾多の実績を残した深江丸の活動に焦点をあ

てて企画展2022「ありがとう深江丸」を開催した。また、神戸高等商船学校時代に建造された練習帆船

（のちに汽船練習船）「進徳丸」（しんとくまる）が令和３年７月22日、公益社団法人日本船舶海洋工学会

により“ふね遺産第38号 < 非現存船第８号 >”に認定され、先の企画展2021において「ふね遺産進徳丸」

を開催したところである。しかし、新型コロナウイルス（COVID-19）のパンデミックに伴い、従前同様

に開館の機会を確保できなかったことから、企画展2021「ふね遺産進徳丸」を２年度にわたり継続開催と

し、企画展2022「ありがとう深江丸」とあわせて２テーマの同時開催に至った。

企画展2022垂れ幕
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企画展2022「ありがとう深江丸」リーフレット



― 5 ―

ふね遺産進徳丸紹介コーナー 深江丸と進徳丸の企画展示

歴代の深江丸 深江丸の活動紹介コーナー

深江丸紹介コーナー 深江丸紹介コーナー

企画展の紹介垂れ幕 エントランス


